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ピコ秒からサブピコ秒(周波数域では数百 GHz から数 THz) という従来にはない超高速，超広帯域で
レーザ光を制御し，変調，偏向，パルス生成できる制御性のよい電気光学素子，システムの開発研究の












実際に電気光学結品 LiTa03 を用い 9.35 GHz 或は 16.2 GHz で動作する超高速電気光学変調器・偏向器
を作製し，実験を行った結果，非常に高速，高効率の動作をすることを確認している。また，実験によ
り 0.7 THz の広帯域光変調サイドバンドが得られ改良すれば数 THz の広帯域の光サイドバンドの生
成が可能であることを明らかにした。























16.2 GHz で動作する， LiTa03変調器・偏向器を試作し，実験の結果， 680 GHz に及ぶ広帯域光側波帯
の生成に成功する等，予期した高速・高効率動作の得られることを確かめているO
次に，これらの光変調器・偏向器を用いて超高速光偏向を行ない これを利用して超短光パルス生成
に関する実験を行なっている。その結果，スリット抜取り法及び回折格子法によって， 18.7 GHz 及び
32.4 GHz という高い繰返し周波数で ピコ秒光ノマルス列生成に成功している。
著者は，また，超高速光変調器・偏向器を光ノマルスシンセサイザへ応用している O まず，変調器・偏
向器によって生成された広い光側波帯を個々の成分に分波する方法，これらをふたたび合波する方法，
分離された側波帯成分の位相及び振幅の個別制御法などについて考察し，シミュレーションによって，
種々の光パルス波形が合成できることを示しているO 次に，自ら開発した光変調器・偏向器の他，固定
空間フィルタ，液晶変調器アレイなどを用いて光パルスシンセサイザを構成し，実験によって，種々の
超短光パルス列生成並びに波形整形が可能であることを確かめている。
この研究は，新しい構成の超高速光変調器・偏向器を提案し，これを応用することによって，電気光
学的な超短光ノマルス生成法を一段と発展させたものであり，光エレクトロニクスに寄与する所が大きく，
本論文は博士論文として価値あるものと認められる。
